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令和６年３月２日（土）、板橋区立赤塚

第二中学校を会場に、オンライン配信も併

用した全中道研役員・理事会（第 ３回）を

行いました。  

主な議事・報告は、次の通りです。 

１ 令和５年度事業概要報告  

２ 令和５年度決算報告    

３ 令和６年度事業計画案   

４ 令和６年度予算案     

事前に配付した資料をもとに説明し、了承

していただきました。 

なお、年度末の事業等が残っていることか

ら、正式な報告及び計画については、第１回

役員理事会で確認する予定です。 

５ 研究大会の報告・計画等について 

①全国大会 

◇令和５年度北海道（函館）大会(11/１･２)   

 ・小中合同で対面開催。函館市立亀田中学

校での授業公開をはじめ、分科会等でも

素晴らしい提案ができました。ご協力に

感謝いたします。 

 ・大会収支決算書については、別紙のとお

りとなりました。 

◇令和６年度 神奈川大会(11/21･22) 

 ・カルッツかわさき及び川崎市立渡田中学

校を会場に、対面もしくはハイブリッド

開催。第２次案内はHPに掲載します。 

https://www15.schoolweb.ne.jp/swas/index.p

hp?id=1350010&frame=frm6409948bb20b7 

◇令和７年度 岐阜大会(11/27･28) 

 ・岐阜市立長良中学校を会場で授業公開。 

グランヴェール岐山会場で課題別分科

会、記念講演等実施予定。 

事前案内をHPに掲載します。 

https://www15.schoolweb.ne.jp/swas/index.p

hp?id=1350010&frame=taikaiburokku 

◇令和８年度 東京大会 

 ・今後具体的な準備を行っていく。 

②ブロック大会（今後の予定） 

◇北海道[毎年開催]  

R6上川･旭川/R7札幌 

◇東北[毎年開催]  

R6岩手/R7秋田 

◇関東甲信越[毎年開催] 

R6川崎(11/21.22)/R7山梨(ｵﾝﾗｲﾝ開催) 

◇東京[毎年開催] 

R6東京 

◇東海北陸[全国開催] 

R7岐阜(11/27.28)  

◇近畿[毎年開催] 

R6和歌山/R7大阪/R8滋賀/R9奈良 

◇中国[隔年開催] 

R7広島/R9鳥取/R11島根 

◇四国[隔年開催] 

R6徳島:ブロック大会（小は全国） 

R8香川/R10愛媛 

◇九州[隔年開催] 

R7鹿児島/R9熊本/R12長崎 

※令和５年度のブロック大会については、会

報をご参照ください。 

６ 令和６年度役員組織について  

 ・令和５年度会長が退任し、令和５年度事

務局長が令和６年度会長に就任する方向

で了承していただいた。正式な決定は、

第１回役員・理事会で承認予定。 

７ 事務局からの連絡   

〇令和６年度当初の連絡等について 

・全中道HP及び令和５年度役員・理事へ連

絡（メール）いたします。 
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・現役員・理事の方で、年度末に退職・異

動等でメールアドレスが変更となった場

合は、新しいメールアドレスまたは代理

の方のメールアドレスを事務局メールに

てご連絡ください。 

 

〇①『令和６年度都道府県代表者(ブロック

代表)の報告』②『令和６年度功労者表彰

候補者情報の確認』③『令和６年度道徳

教育推進教師育成講座受講者の推薦』 

・指定のGoogle formsからご報告をお願

いします。 

①②締切 令和６年５月２４日 

   ③締切  令和６年６月２８日 

 

〇令和６年度道徳教育推進教師育成講座 

・令和６年８月３日(土)４日(日)[端末持参] 

・東京都内会場(ハイブリッド型) 

・受講者（定員40名程度を予定） 

・令和６年度・７年度の全国大会開催地区

（神奈川・岐阜）については、参集で参加

することを原則とする。 

・令和６年度の各ブロックの開催地区（北海

道・岩手・神奈川・東京・和歌山・徳島）

についても、参集で参加することを原則と

する。 

・他のブロック・地区についてもご推薦をお

願いします。理事の皆様の参加可。 

＜８月３日(土)＞【要端末持参】 

①開講式…会長挨拶・研修の流れ 

②研修Ａ･･･講演 

「学習指導案の作成について」 

講師 東京音楽大学講師 森岡 耕平 先生 

③研修Ｂ･･･指導案作成(1) 

④研修Ｃ･･･指導案作成(2) 

＜８月４日(日)＞【要端末持参】 

⑤研修Ｄ･･･模擬授業準備 

⑥研修Ｅ１･･･模擬授業(1) 

⑦研修Ｅ２･･･模擬授業(2) 

⑧研修Ｆ･･･講演 

「グループ発表総括・道徳教育推進教師に望むこと」  

講師 東京音楽大学講師 森岡 耕平 先生 

⑨研修Ｇ･･･講演 

「『考え、議論する道徳科の授業』 の充実に向けて」  

講師 文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官  

国立教育施策研究所教育課程研究センター教育課程調査官  

井上 結香子 先生 

⑩閉講式 

 

〇2023年度道徳教育育成助成金に関わる報告 

 ・３月中にご報告をお願いします。 

〇「道徳教育実践事例集第10集」 

 ・令和６年度に発行します。令和５・６年

度の取組から実践者を計画的にお選びく

ださい。 

〇令和６年度 理事会の開催について 

 第１回 令和６年７月６日（土） 

上廣倫理財団UFホール 

 第２回 令和６年１１月２１日（木） 

            神奈川県川崎市立渡田中学校 

第３回 令和７年３月１日（土） 

上廣倫理財団UFホール 

          

 

 

講演「道徳科指導の更なる充実を目指して」 

講師 国立教育施策研究所教育課程研究センター教育課程調査官 

文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官  

井上 結香子 先生 

※講師の井上先生から、ご講演で使用された

資料を全中道研ホームページに掲載する許

可をいただきました。下記のリンクからご

確認ください。 

https://www15.schoolweb.ne.jp/swas/index.php

?id=1350010&frame=youshkijissen 

 

 

 

 

 

令和６年 第１回役員・理事会 
期日：令和６年７月６日（土） 時間：未定 

関中道研役員・理事会  

全中道研副会長会 全中道研役員・理事会  

会場： 上廣倫理財団 UFホール 
※詳細は HP及び開催通知をご確認ください 

第３回役員・理事会講演会 

https://www15.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1350010&frame=youshkijissen
https://www15.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1350010&frame=youshkijissen
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１ 大会主題 

「よりよい自分をつくり、ともに生きる力

をはぐくむ道徳教育」 

～子どもが「考え」「議論する」道徳教育の

実現をめざして～ 

２ 期間 令和５年１１月９日（木） 

～令和５年１１月２４日（金） 

３ 大会の概要 

九州地区では、２年ごとに研究大会を開催

しています。今回は新型コロナウイルス感染

症の感染拡大防止に配慮し、Web による大会

(小中合同)となりましたが、約 200名の方に

ご参加いただきました。授業(中学校)は３校

の授業動画を配信し、授業者への質問と回答

を行いました。課題別分科会でも３つの分科

会発表(中学校)を紙面で行い、発表者への質

問と回答を行いました。 

４ 授業動画配信 

２年 主題名  ふるさとを思う心 

教材名 「私の町」 

授業者  美郷町立美郷南学園 

教諭 林 明穂 

２年 主題名  規則の役割 

教材名 「美しい鳥取砂丘」 

授業者  国富町立本庄中学校 

教諭 甲斐田 健 

３年 主題名  世界平和と人間愛 

教材名 「命のトランジットビザ」 

授業者  宮崎市立東大宮中学校 

教諭 中村 亜紀 

５ 授業指導・助言 

２年「私の町」(美郷南学園 林教諭) 

宮崎県教育庁南部教育事務所教育推進課 

指導主事 川﨑 優也 様 

２年「美しい鳥取砂丘」(本庄中 甲斐田教諭) 

宮崎県教育委員会義務教育課 

指導主事 西川 元 様 

３年「命のトランジットビザ」(東大宮中 中村教諭) 

宮崎大学大学院教育学研究科 

教授 椋木 香子 様 

６ 課題別分科会（第１～第７は小学校分科会） 

〇第８分科会 

 「生きる力を育む特別の教科 道徳～対話

的学びをうながす発問の工夫を通して～」 

大分市立大東中学校 

             教諭 川谷 宗久 

○第９分科会 

「多様な価値を認め合う豊かな心の育成 

～９年間を繋ぐ道徳教育の工夫改善や家

庭、地域との連携を通して～」 

多久市立東原庠舎西渓校 

教諭 卯津江 康憲 

○第１０分科会 

「生徒が本気になる授業づくりを目指して 

～道徳科における教材開発と活用の工夫～」 

熊本市立下益城城南中学校 

教諭 松本 聡一郎 

７ 大会を終えて 

 本県では、道徳研究を小・中合同で進めて

まいりましたが、コロナ禍の影響が大きく、

本大会は Web開催といたしました。授業者の

先生方は、これまでの経験や取組、新たな学

びをもとに研究を進めてこられたことが分か

る授業を提供してくださいました。生徒たち

が学び、生活している、その地、その学年、

それぞれの特徴に則した題材や課題をもとに、

考え、議論する授業が行われました。指導・

助言の先生方からは、大会主題をもとに、今

後の道徳教育の方向性について多くのご示唆

をいだたきました。課題別分科会では３県の

先生方に紙上発表をしていただきましたが、

これまで取り組んでこられた具体的実践や成

果が示され、多くの学びが得られる貴重な機

会となりました。今回、本大会を無事開催、

終了できましたのも九州各県の先生方をはじ

め、多くの皆様方のご支援・ご協力の賜と感

謝申し上げます。ありがとうございました。 

ブロック大会九州大会報告 
宮崎県中学校教育研究会道徳部会長 原田 浩之 
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Ⅰ 大会主題  

「教科の特質を生かしつつ、これからの 

時代に対応する道徳科の指導の工夫」 

Ⅱ 開催日 令和６年２月２日(金) 

Ⅲ 会 場 杉並区立向陽中学校 

Ⅳ 協 賛 公益財団法人上廣倫理財団 

公益財団法人石橋財団 

Ⅴ 次 第 

１ 公開授業  

 使用資料『闇の中の炎』 

出典：中学校道徳 読み物資料集 

（平成２４年３月 文部科学省刊） 

⑴ 向陽中学校２年 A組授業者 海老沢 宏  

（八王子市立宮上中学校主幹教諭） 

内容項目 Ａ自主､自律､自由と責任 

⑵  同  ２年Ｂ組授業者 鈴木 美帆 

（多摩市立鶴牧中学校主任教諭） 

内容項目 Ｃ遵法精神，公徳心 

⑶  同  ２年Ｃ組授業者 大谷 秋音 

（世田谷区立桜丘中学校教諭） 

内容項目 公正､公平､社会正義 

２ 研究発表会 

⑴ 開会の言葉 副会長 門脇 利種 

    （小金井市立小金井第一中学校長） 

⑵ 会長挨拶  会長  麻生 隆久 

       （多摩市立聖ヶ丘中学校長） 

⑶ 研究発表  研究部長 池田 和幸 

      （杉並区立向陽中学校副校長） 

① 主題設定の理由について 

② 研究の経過と概要 

③ 本日の授業について 

④ アンケート調査の報告 

⑤ 研究の成果と課題 

⑷ 指導講評・講演 

  「道徳科における指導の工夫について」 

講師 国立教育政策研究所 

教育課程調査官 井上 結香子 様 

⑸ 謝辞・閉会の言葉 副会長 木村 知広  

      （板橋区立赤塚第二中学校長） 

Ⅵ 研究発表の概要 

 まず、研究主題について、道徳が教科化さ

れ、道徳教育の充実のため、ＩＣＴの活用な

ど、様々な工夫や取組の行われるようになる

中、本来の道徳教育の目標達成のために、今

何を大切にすべきかという視点で、今年度の

研究テーマを検討した。その中で、道徳科に

おける個別最適な学びと協働的な学びの一体

的な充実をどのように図ればよいか。また、

より適切な評価のための工夫改善をいかに図

るかも研究の視点に加え、以下のような研究

に取り組んだ。 

前半は、まず、ＩＣＴを活用した事例とし

て、考えを深め、評価に生かせるような授業

の実践と成果について研究し、その成果を世

田谷区立桜丘中学校の大谷秋音 教諭が、関東

大会にて発表した。また、道徳教育と他の教

育活動との関連について、「友情、信頼」につ

いて、学校行事を生かして、より深い学びと

道徳性の育成を図る研究実践について、大田

区立南六郷中学校 三瓶真悟主任教諭が、全

国大会で発表した。 

後半は、これらの発表の成果と課題を踏ま

え、同じ題材を、３つの異なった内容項目の

視点でとらえて主題を設定し、「個別最適な学

び」と「協働的な学び」の視点も取り入れて、

発問や、ICT の活用などを工夫することで、

それぞれのねらいに迫るという研究を行い、

その成果を本日の授業としてご覧いただいた。 

この 1年間の研究を推進するにあたり、講師

の井上先生をはじめ、多くの皆様から御指導・

御助言をいただいたことに深く感謝いたします。 

 

 

 

 

 

ブロック大東京大会報告 
東京都中学校道徳教育研究会長 麻生 隆久 

令和５年度の活動はこれにて終了いた
します。役員・理事の皆様に置かれまし
ては、全中道の活動にご理解とご協力を

賜り、誠にありがとうございました。 
令和６年度も引き続きよろしくお願い

いたします。      全中道事務局
長 


